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福島原発事故から5 年半 ､ 放射能汚染の問題がメデ ィ ア に取り上げられ る ことも少なくなりま した
｡

こ の 間 ､ ある意味で ｢ 順調に｣ 放射線量は減衰してきま したが
､
しか し今後は ､ 汚染の 主役 = セ シ ウ ム 137 の 半減期が

30 年 である ことを考え ると ､ 数十年 (数百年 ? ) 単位 の 対応を考え て い かね ばなりま せん｡

決 して ｢ 風化｣ させ て よ い問題 で はな い の です
｡

こ の 間潜に つ い て考えるために､ 今中哲二さん (京都大学原子炉実験所 研究員) の講演会を開催します｡

今申さんは
､
福島原発事故の直後から福島県飯館村に 入り､ 村内 の放射線量を詳細に測 定

､
そ の後も毎年 ､ 定点観測を

継続 してお られ ます
｡

今申さん の お話をとお して
､
こ れ か ら私たちが放射能 汚染問題 に どの ように向 き合 っ て いく べ きか ? を共に考えま し ょう｡

い ま∴な か て つ じ

講師 今中 菅 = 氏
(京都大学原子炉実験所 研究員)

1 9 5 0 年広島県生まれ
｡

大阪大学工学部卒､ 東京 工業大学大学院修了｡ 原 子力工 学

専攻 ､
工 学修士

｡

1 9 7 6 年 か ら 2 0 1 6 年 3 月 ま で京都大学原子炉実験所助教｡

小 出裕牽元助教らとともに ｢ 熊取 六人衆｣ と 呼ばれ ､ 原発 の

危険性を訴 えて きた ｡

チ ェ ル ノ ブイ リ原発事故後､ 現地調査を行い ､ 以後継続的

に被曝の 実態調査に 取り組む ｡ 東電福島第
一

原発事故後 ､
福

島県飯館村 に入り ､ 放射能汚染の実態調査を継続して い る｡

日3月21 ( 土)
1 3 : 3 0 ～ 1 6 : 0 0 ( 開場1 3 : 1 5 )

･

仙台市戦災復興記念館 ･ 記念ホ ー ル

( 仙台市青葉区大町2 丁 目1 2 -1)

※事前申し込みは不要です
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◆ お問い合わせは … あいコ ー プみやぎ TEL O 1 2 0 - 2 5 5 - 0 4 4 ( 豊嶋)

FA X O 1 2 0 - 8 4 9 - 3 2 4 h ttp :// w w w . m a m m a . c o o p




